















































診断的・統計的マニュアル（ ） での評価基準 項目において 項目以上に該当




















































































































通称 ヘルプライン （ ）と呼ばれており、 年代後半よりスタート






























ンセラーはレベル とレベル があり、どちらも が連携団体（
） と主催する資格試験に合格することが条件











































） も関係者向けの大切な事業である。 回目にあたる 年度は 月にワシント
ン州シアトル市で開催された。参加者約 名の内訳をみるとカウンセラー ％、関連
団体職員 ％、政府関係 ％、ゲーム関連企業 ％、研究者 ％、その他 ％となって




































全体の 分の を占めている。個人会員費年間 ドルや企業や団体会員による ド
の収入














































































































































































援 と 学習機会の拡充 そして 教材提供 の三つに分けられる。
研究支援の支柱は助成金制度である。設立時の 年からはじまりこれまでに約
件以上の研究を助成してきた。 年度では約 万円が 分野の研究テーマに助成さ
れた。助成総額は過去 年で 倍強に拡大されている。カジノ産業のさらなる強い責任
感を受けて、 年度はこれまでの 倍にまで、 年度以降はさらにその 倍となる
約 億 万円にまで助成総額を拡大する方針が打ち出されている ）。過去 年の助成
金総額と研究テーマ数を下表にまとめた。
これ以外の助成金として、中期プログラム 卓越した センター が つの大













































































設立から 年度までの 年間にギャンブル関連企業から に対して約 億円
が寄付されている ）。前節と同様に仕分け表を作成して収支の分析をおこなう。
）収入
は 年度に収入約 万円、次年度には収入 億円を得て活動をした。事
業別収入を下表に整理した。
資産売却関連の収入が前年度比 倍になったこと、そして資金調達イベントである夕




































収入と同様に支出も 年間で 倍増加して 年度は約 億 万円を支出した。支












































支援金によって活動が支えられているといえる。 年度では、 の収入 ％が









































































































）井川意高（ ） 溶ける 双葉社 頁
）谷岡一郎（ ） ギャンブルフィーバー 中央公論社 頁
）井川意高（ ） 溶ける 双葉社 頁
）同上 頁
）谷岡一郎（ ） ギャンブル依存とは何か カジノ導入をめぐる諸問題 、大阪商業大学ア
ミューズメント産業研究所 頁


















）東京商工会議所 企業経営委員会 ソーシャル・マーケティングの勧め 平成 年 月 東京商工
会議所
）井川意高（ ） 溶ける 双葉社 頁
